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新
年
度
の
新
入
生
は
、
金
山
小

学
校
が
３３
名
、
金
山
中
学
校
が
４０

名
、
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校
が

８
名
で
す
。

　
新
年
度
、
金
山
町
の
各
学
校
に

赴
任
さ
れ
た
教
職
員
は
次
の
方
々

で
す
。

【
金
山
小
学
校
】（
敬
称
略
）

藤
田　
貴
敏
（
校
長
）

阿
部
小
百
合
（
教
諭
）

高
橋　
恭
祐
（
教
諭
）

織
田　
裕
介
（
主
事
）

沼
澤
真
理
子
（
講
師
）

川
瀬　
孝
志
（
非
常
勤
講
師
）

笹
原　
律
子
（
非
常
勤
講
師
）

【
金
山
中
学
校
】

安
食　
秀
一
（
校
長
）

加
藤　
美
優
（
教
諭
）

京
野　
　
亮
（
非
常
勤
講
師
）

【
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校
】

安
部　
博
之
（
副
校
長
）

阿
部　
清
一
（
教
諭
）

体
制
ス
タ
ー
ト
！

12
名
の
教
職
員
の
皆
さ
ん
が
町
内
各
校
に
転
入

新
　
４
月
13
日
、
新
庄
信
用
金
庫
の
佐
藤
常
務
理
事
ら
３
名
が
来
庁
さ
れ
、

戸
沢
政
盛
公
物
語
の
漫
画
一
式
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
庄
市
で
は
江
戸
時
代
の
新
庄
藩
初
代
藩
主
、
戸
沢
政
盛
公
が
新
庄
市

に
城
を
築
い
て
か
ら
再
来
年
で
4
0
0
年
に
な
る
こ
と
か
ら
そ
れ
に
向
け

た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
漫
画
に
は
1
6
2
2
年
に
新
庄
藩
主
に
な
っ

た
政
盛
公
が
新
庄
市
に
城
を
築
い
た
こ
と
や
、
城
下
を
発
展
さ
せ
た
歴
史

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
井
上
理
事
長
の「
子
ど
も
た
ち
に
新
庄
の
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

と
の
思
い
か
ら
町
の
小
中
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
漫
画
は
最
上
地
域
の
小
中
学
校
に
も
贈
ら
れ
る
ほ
か
、
新
庄
信
用

金
庫
の
本
店
や
支
店
で
も
販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。

庄
信
用
金
庫
が
戸
沢
政
盛
公
物
語
の
漫
画
を

小
中
学
校
に
寄
贈

新

　
３
月
２１
日
に
1
0
0
歳
を
迎

え
ら
れ
た
矢
口
ア
エ
さ
ん
に
、

佐
藤
町
長
か
ら
賀
詞
と
お
祝
い

金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
み
す
ぎ
荘
の
職
員
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
ア
エ

さ
ん
は
笑
顔
で
喜
び
を
伝
え
て

く
れ
ま
し
た
。　

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
！

口
ア
エ
氏
に
賀
詞
・
お
祝
い
金
を
贈
呈
！

1
0
0
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

矢

川
昭
男
さ
ん
が
町
へ
１０
万
円
を
寄
付

未
来
を
担
う
若
者
の
育
英
資
金
に
活
用

星
町
長
に
小
野
和
俊
さ
ん
が
就
任
！
対
話
を
重
視
し
、
公
平
で
誠
実
な
町
づ
く
り
・

オ
ー
プ
ン
で
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

副
町政ＮＥＷＳ

▲漫画が町長、教育長に手渡しされました

　
４
月
１１
日
、西
田
吉
郎
さ
ん（
田

屋
）
よ
り
、
絵
画
1
点
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
待
春
の
金
山
町
」
と
題
し
た

こ
の
作
品
は
、
春
を
待
つ
冬
の
金

山
町
の
風
景
と
、
美
し
い
山
々
が

繊
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
絵
画
は
町
立

金
山
診
療
所
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。　

　
診
療
所
に
立
ち
寄
っ
た
際
は
、

ぜ
ひ
西
田
さ
ん
の
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

田
吉
郎
さ
ん
が
町
へ
絵
画
一
点
を
寄
附

町
立
金
山
診
療
所
に
展
示
さ
れ
ま
し
た

西

▲西田吉郎さんと作品

▲賀詞を贈呈された矢口アエさん

　
４
月
７
日
、
有
限
会
社
星
川
建
装
の
代
表
取
締
役
で

あ
る
星
川
昭
男
さ
ん
（
十
日
町
）
が
来
庁
さ
れ
、
町
へ

１０
万
円
の
寄
付
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
星
川
さ
ん
か
ら
は
平
成
5
年
以
降
毎
年
ご
寄
附
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
寄
付
額
は
3
1
0
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
星
川
さ
ん
の
「
未
来
を
担
う
若
者
の
育
英
資
金
に
役

立
て
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
寄
付
金
は
金
山

町
の
育
英
会
奨
学
金
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
育
英
会
奨
学
金
を
利
用
し
て
い
る
の
は
４６
名

で
、
育
英
資
金
は
未
来
を
担
う
学
生
の
皆
さ
ん
に
大
き

く
役
立
っ
て
い
ま
す
。　

　
４
月
か
ら
副
町
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
小
野
和
俊
で

す
。
金
山
町
の
印
象
と
い
う
と
、
樹
齢
約
3
0
0
年
の
杉
の

美
林
、清
き
水
が
流
れ
る
石
積
み
の
大
堰
で
鯉
が
泳
ぐ
風
景
、

白
壁
と
杉
板
張
り
の
家
並
み
な
ど
、
美
し
い
自
然
と
調
和
し

た
趣
の
あ
る
景
観
、
新
鮮
な
旬
の
食
材
な
ど
を
思
い
つ
き
ま

す
が
、
い
ず
れ
も
町
民
の
方
々
が
、
長
い
年
月
を
か
け
て
創

り
上
げ
て
き
た
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
町
の
か
け
が
え
の
な

い
宝
物
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
佐
藤
町
長
が
掲
げ
る
「
対
話
を
重
視
し
て
、
公
平
で
誠
実

な
町
づ
く
り
、そ
し
て
オ
ー
プ
ン
で
ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り
」

の
基
本
理
念
の
下
、「
住
ん
で
良
し
、
訪
ね
て
良
し
の
か
ね

や
ま
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
施
策
の
実
現
に
向
け
て
、
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
町
民
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
な
が
ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
格
別

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
簡
単
に
私
の
自
己
紹
介
を
い
た
し
ま
す
と
、
平
成
６
年
に

県
職
員
に
採
用
さ
れ
、
29
年
間
様
々
な
部
局
で
行
政
経
験
を

積
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

少
し
で
も
町
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。ま
た
、

私
の
出
身
は
朝
日
町
で
、
こ
れ
ま
で
東
根
市
に
住
ん
で
お
り

ま
し
た
が
、現
在
は
、金
山
町
に
単
身
赴
任
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
ま
で
金
山
町
と
の
繋
が
り
は
、あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
、

右
も
左
も
よ
く
分
か
ら
な
い
状
況
で
す
が
、
こ
れ
を
好
機
と

捉
え
、
花
粉
症
も
大
丈
夫
で
す
の
で
、
金
山
町
を
よ
り
深
く

知
り
、
金
山
ラ
イ
フ
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
町

内
各
所
を
巡
り
歩
い
て
い
る
際
に
は
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▲3０年以上にわたりご寄附くださっている星川さん

【名　前】　小野　和俊（おの　かずとし）
【出　身】　朝日町
【経　歴】
平成　６年　県職員採用/北村山福祉事務所　社会福祉主事
平成２２年　山形県企業振興公社　経営支援課長
平成２８年　最上総合支庁総務課　職員専門員
平成３０年　教育庁総務課　課長補佐
令和　２年　議会事務局議事調査課　課長補佐
令和　３年　議会事務局総務課　副主幹

プロフィール

金山小 校長
藤田　貴敏

たかとし
金山校　副校長
安部　博之

ひろゆき
金山中　校長
安食　秀一

しゅういち

児童・生徒数（令和５年４月１日現在）

※職員数には町職員を含む

金山小

金山中

210名

111名

29名

28名

学校名 児童・
生徒数 職員数


